
◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例会は、
　　　　　12月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）
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４年ぶりに開催しました４年ぶりに開催しました
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目　次

第３回定例会	 Ｐ	２
村からの行政報告	 Ｐ	６
一般質問２議員登壇	 Ｐ	９
トピックス	 Ｐ	13
表紙の紹介	 Ｐ	15
請願と陳情の方法	 Ｐ	16

〈詳細は、 P13をご覧ください〉〈詳細は、 P13をご覧ください〉



（3）令和５年11月１日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          かわうち議会報            かわうち議会報 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          令和５年11月１日（2）

令和５年第３回定例会令和５年第３回定例会
９月12日から15日まで開催９月12日から15日まで開催

９月定例議会９月定例議会

令和４年度決算　令和５年度補正予算　工事請負契約、

人事案件など14議案が審議可決（同意）成立、１議案が否決

◆定例議会の概要
　 令和５年第３回議会定例会は、９月12日から15日までの４日間の会期で行われました。

　今定例会では、提案された令和４年度各会計歳入歳出決算認定６件、令和５年度各会計補正予算

６件、条例改正１件、人事１件、その他１件の15件が審議され、14議案が原案どおり可決、１議

案（条例改正）が否決となりました。

令和４年度決算審査における川内村監査委員意見【要旨】
　村長から提出された令和４年度一般・特別会計の歳入歳出決算書及び付属書類、並びに基金の

運用状況は、総括的かつ慎重に審査した結果、予算の執行状況に一部確認・説明が必要な部分は

あるものの、指摘すべき違法とみられるものは無いものと判断し、令和４年度決算は総じて妥当

であったと認めるものであるが、主に下記の点について意見がありました。

令和４年度　特別会計も含めて決算総額令和４年度　特別会計も含めて決算総額

95億6,735万9,826円を認定！95億6,735万9,826円を認定！

決算の状況

令和４年度　決算状況
会 計 の 名 称 歳 入 額 歳 出 額 差 引 差 額

一 般 会 計 　87億8,690万9,298円 83億　309万5,520円　 4億8,381万3,778円　

国 民 健 康 保 険 　5億　387万1,689円 4億6,549万9,964円　 3,837万1,725円　

直 営 診 療 施 設 　1億7,077万8,387円   1億5,810万5,994円 1,267万2,384円　

農 業 集 落 排 水 　1億5,329万3,462円 1億1,617万1,162円　 37,122,300円　

介 護 保 険 　4億7,461万6,980円 4億5,196万8,035円　 22,648,945円　

後 期 高 齢 者 　72,560,611円 72,519,151円　 41,460円　

総 　 　 　 　 額 101億6,203万　418円 95億6,735万9,826円 5億9,467万 592円
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（１）主要事業執行状況について
　令和４年度に行われた主要事業等については、決算書に基づき書類審査を行い、審査対象とし

た事業内容等の説明を各担当部署より受けたところである。

　工事監査や定期監査の報告時にも触れましたが、行政需要の拡大、引き続き復興関係や繰越事

業など取り扱うべき事務量が増加し、マンパワー不足は否めないところです。こうした中で事業

の完了、書類等の整備を行われてきた職員の努力に改めて敬意を表するところである。引き続き

職員の健康管理に注意し業務遂行に努めてください。

（２）決算等概要全般について
　全体的な決算額については、一般会計、特別会計ともに特に問題はみられませんでした。また、

予備費や流用は、令和３年度決算額よりもやや支出額が増額しているものの、事業において緊急

的に必要とすべき措置と判断し支出については適正と認める。基金においては、29件、約91億

円の積立を確認しましたが、東京電力の賠償金積立の影響が大きく、これらを考慮した分析も必

要と考え、今後の活用方法については検討が必要である。

（３）歳入について
　昨年度からは縮小しているものの予算減額と調定額との差が大きく不用額が散見されており、

減額など適切な処理をお願いする。各種滞納の解消に向けては引き続き関係者と連絡を取りなが

ら、滞納解消に向けて一層の収納努力をお願いする。

（４）歳出について
　資料の予算額と執行額に誤記が見られるためチェック体制が働いていないことが確認されたた

め、今後は必ず担当課長が確認するようお願いする。

　交際費は性質上、その範囲及び額については必要最小限度とすべきであり、予算ありきの支出

とはならないよう執行してください。内容のその多くが飲食の提供であり、交際費と類似する食

糧費との関係性から疑念を抱かれないよう特に留意する必要があり、その使途目的等を明確にし

てください。

　各種団体における補助金等の支出については、委託契約の実施において、その手順が不用意な

部分も見受けられたことから、事務処理の手順、書類整備、契約日等の確認は勿論のこと、対象

事業の費用対効果も検証し翌年度補助金の交付をお願いする。

補 正 予 算
◆令和５年度川内村一般会計補正予算（第２号）
　既定の歳入歳出予算の総額に３億2,492万１千円を増額し、予算の総額を50億9,661万７千円と

した。今回の補正には、各会計における令和４年度の決算剰余金を令和５年度に繰り越すための

ものが含まれている。

歳入補正の主なもの
　地方交付税が確定し３億4,222万９千円を増額、福島県ICT推進市町村支援事業補助金169万

円６千円、ふるさと応援モリタロウ基金寄附金275万８千円、財政調整基金等からの繰入金３億

8,500万円を減額、令和４年度からの繰越金として３億3,999万１千円等、歳入総額で３億2,492

万１千円を増額。
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歳出補正の主なもの
・総務費
　�コミュニティーセンター及び川内村村民体育センターの解体設計積算業務委託料1,800万円、

役場庁舎建設準備基金設立金として２億円等の増額。

・民生費
　�国民健康保険事業勘定特別会計繰出金538万３千円、旧かわうち保育園廃棄物処分委託料220

万円等の増額。

・衛生費
　国民健康保険直営診療施設特別会計繰出金160万の増額。

・農林水産業費
　農業者等経営支援事業補助金620万円、

　農道維持補修費1,000万円、林道維持補修費1,000万円等の増額。

・商工費
　川内高原農産物栽培工場運営補助金1,000万円等の増額。

・土木費
　村道補修工事451万３千円、河川補修工事222万５千円の増額。

・消防費
　川内村原子力災害広域避難計画改定業務策定の見直しにより217万８千円の減額。

・教育費
　学校給食業務委託料284万円等の増額。

・災害復旧費
　災害復旧に伴う電柱移転補償費86万７千円の増額。

◆令和５年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算にそれぞれ4,375万３千円を増額し、予算の総額を４億9,754万８千円とした。

◆令和５年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第２号）
既定の歳入歳出予算にそれぞれ1,427万２千円を増額し、予算の総額を１億5,560万９千円とした。

◆令和５度川内村介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算にそれぞれ2,325万１千円を増額し、予算の総額を４億8,084万２千円とした。

◆令和５年度川内村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算にそれぞれ６万９千円を増額し、予算の総額を8,984万１千円とした。

◆令和５年度川内村農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
既定の収益的支出予算に、営業費用として５万１千円を増額し、予算の総額を１億337万８千円

とした。

条 例 改 正
◆事務所設置条例の一部を改正する条例について
　川内村新庁舎等整備基本計画を令和５年９月１日で策定し、新庁舎の整備を進めていく上で役

場の位置を定める必要があることから条例の一部を改正するもの。

人 事
◆川内村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　委員定数５名のうち委員１名の任期満了に伴い、渡邉理沙子　氏（下川内字上ノ台）を選任す

るもの。全会一致で同意されました。期限は令和５年10月１日から４年間です。
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◆�福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福島県市町村総合事
務組合規約の一部変更について
　田村広域行政組合が解散したことに伴い、福島県市町村総合事務組合の構成団体の数を減少さ

せること及び規定の整備を行うため、福島県市町村総合事務組合規約を変更する必要があること

から、組合規約の変更に関する関係地方公共団体との協議について、地方自治法第290条の規定

により議会の議決を求めるもの。

そ の 他
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50 令和４年度川内村一般会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

51 令和４年度川内村国民健康保険事業勘定特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

52 令和４年度川内村国民健康保険直営診療施設勘
定特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

53 令和４年度川内村農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

54 令和４年度川内村介護保険事業勘定特別会計歳
入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

55 令和４年度川内村後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

56 令和５年度川内村一般会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

57 令和５年度川内村国民健康保険事業勘定特別会
計補正予算（第 1 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

58 令和５年度川内村国民健康保険直営診療施設勘
定特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

59 令和５年度川内村介護保険事業勘定特別会計補
正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

60 令和５年度川内村後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

61 令和５年度川内村農業集落排水事業後特別会計
補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

62 事務所設置条例の一部を改正する条例について 否決 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

63
福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び福島県市町村総合事務組合
規約の一部変更について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

64 川内村教育委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

※　�議案62号は、地方自治法第４条第３項の規定によって、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要とす

る特別多数議決となります。また、この出席議員には議長も表決に加わります。

　　以上のことから、今回、出席議員は９名であり、その３分の２は６名となります。

〇議案の採決状況� 〇：賛成　×：反対　　欠：欠席
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　行政報告として６月の定例議会後の村の状況等を報告させていただきます。

　最初に、かわうち高原ドウダン祭りについてであります。去る６月11日に、村まつり実行委員

会主催による「かわうち高原ドウダン祭り」はあいにくの雨天のため、会場を村民体育センターに

変更して開催されました。雨天にもかかわらず約180名の方々に参加いただきました。イベントで

は、昨年に引き続きプロアドベンチャーレーサーの田中陽希（たなか　ようき）氏をゲストに迎え

トークセッションを行い、田中氏からは日本300名山登頂にかかる貴重なエピソードや番組終了後

の活動状況やその心境などを紹介いただきました。また、来場者からの質問にも丁寧に回答されて

おりました。会場では参加者全員に主催者からの豚汁が振る舞われ、村内の特産品の販売やキッチ

ンカーの出展もあり賑わいのあるイベントとなりました。

　次に川内村村民号についてであります。

　コロナ禍で２回中止となっていた村民号は、第６次総合計画で掲げた目標実現のために村民が一

堂に会し、名所、旧跡地、観光地などを旅することによって、村民同士のさらなる親睦と融和を図

るために、去る６月17日、18日の両日、「新緑の日光東照宮と鬼怒川温泉の旅」を実施いたしました。

　今回で、18回目を数えますが、参加者は158名で、招待者やスタッフを合わせた総数は170名と

なりました。

　当日は朝から天候に恵まれ、那須サービスエリアで出発式を行い、行政区ごとに観光バス８台を

連ねて一路栃木方面へ向かいました。１日目は徳川家康公を御祭神に祀る世界遺産の日光東照宮を

観光した後、鬼怒川温泉「日光きぬ川スパホテル三日月」にて温泉を堪能し、懇親会ではカラオケ

大会や抽選会が行われ楽しい大宴会となりました。

　２日目も、晴天に恵まれ、世界21か国、102点の有名建造物が実物の25分の１の大きさで再現さ

れている「東武ワールドスクエア」を観光しました。今回は、福島県に隣接する栃木県であったこ

とからゆとりある行程となり、久しぶりに再会した隣人や友人と近況を語り合うなど、満足できる

村民号であったと思います。

　議員の皆様にもご参加を頂きまして感謝申し上げます。

　次に宮崎県高鍋町及び都農町の視察についてであります。去る６月20日～６月22日まで宮崎県

高鍋町と都農町を視察してまいりました。

　高鍋町では黒木町長を表敬しました。黒木町長からは、高鍋町は宮崎県一、面積が小さい町ですが、

そこには学校や商業施設などが集中しているので、とても便利なまちとのこと、田舎過ぎず、街過

ぎず、生活するには“ちょうどいい”まち、と紹介がありました。

　その後、町内のＩＴ/ＩＯＴ事業の取組みを視察しました。町内の中学校では熱中症アラートシ

ステムを導入し事前に熱中症を防ぐことができるシステムを導入しており、農業分野では、水田の

水位モニタリング、制御する農業ＩＯＴを導入することで栽培条件を最適化できる等参考になる説

明を聞きました。

　都農町では、河野（かわの）町長を表敬しました。デジタル・フレンドリー宣言と銘打ち、高齢

者や子どもも、よりデジタルを身近に感じられるような先進的な事業にも取り組んでいるとの説明

をいただきました。

　その後、都農ワイナリーを訪問しました。都農ワイナリーは、設立時、行政が支援をしたという

ことでかわうちワイン事業の先輩事例ということで話を聞きました。特に、ワイナリーの貯蔵・バッ

クヤード機能の必要性を感じてまいりました。

　次に、かえるの郷トライアスロンinかわうち　であります

　７月17日に「第５回かえるの郷トライアスロンinかわうち」がモリタロウプールとその周辺を会

場に開催されました。今回は道路改良工事の事情からロードについては大幅にコースを変更し実施

村からの行政報告
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されました。

　大会には県内外各地から130名がエントリーされ、６歳から71歳までの幅広い年代の選手が参加

されました。今回の大会も福島県高校生選手権大会と福島県中学生選手権大会も兼ねており、学生

の皆さんは上位を目指し真剣に競技されておりました。

　大会運営にあたっては福島県トライアスロン協会の協力の下、福島大学生や東京電力の皆様にも

スタッフとしてお手伝いをいただきスムーズな運営ができたことに感謝しております。

　当日は、朝から暑い日ではありましたが、選手皆様は熱中症や大きな怪我などもなく全員が完走

され、川内高原の初夏の１日を満喫いただいたと感じております。

　次に、BON　DANCEについてであります。

　帰省された方々の交流の場として、毎年恒例となった「BON　DANCE」が８月15日に開催され

ました。多くの屋台や出し物が会場を賑わせ、本村ふるさと大使である渡辺俊美氏をはじめとする

福島県ゆかりのミュージシャンによるコンサートなどが披露されました。当日は、時折、雨が降る

あいにくの天候でしたが、約800人の来場者がやぐらを囲み笛と太鼓の音色に合わせ盆踊りを楽し

みました。お待ちかねの抽選会や花火大会では場内の雰囲気が最高潮となり夏の夜のひと時を満喫

されておりました。

　次に、ALPS処理水の海洋放出についてであります。

　去る８月25日　東京電力ホールディングス株式会社の小早川智明（こばやかわ　ともあき）社

長が本村を訪れ、渡邉一夫議長にも同席をいただき、ALPS処理水の海洋放出の開始に伴う説明を

うけました。

　私からは、処理水の海洋放出については、事故の無いよう緊張感を持った作業、関係者の理解の

醸成と風評被害対応のためこれからも丁寧な説明と透明性と精度を高めた情報発信、福島県だけの

課題としてではなく、国全体の問題として国と東京電力の責任のもと、現実的な対応を行ってほし

いと要請を行いました。

　次に、川内村新庁舎等整備基本計画の策定についてであります。

　役場庁舎は令和５年度で築53年が経過し構造体としての耐震基準に課題があり、老朽化した施

設は維持管理の面からも負担が大きくなることが懸念されることなどから役場庁舎を新たに整備す

ることが求められており、昨年度より新庁舎等整備のため基本計画の策定を進めてきました。令

和５年３月28日に川内村役場庁舎等整備検討委員会から答申を受けて３月下旬の議会全員協議会、

村内８行政区の住民説明会、３回の職員説明会、を行い、説明会の内容や意見などの整理を行い、

行政区長会及び２回の議会全員協議会での説明を行い、基本計画の内容や新庁舎の立地場所等につ

いて概ね理解を得られたことから、８月、パブリックコメントを実施いたしました。結果、意見な

どもなかった事から、令和５年９月１日に川内村新庁舎等整備基本計画を行政計画として策定いた

しました。

　最後に地域消費振興対策商品券事業についてであります。

　新型コロナウィルス感染症による地域の消費需要に与える影響緩和と原油価格の高騰に伴う灯

油、ガソリンをはじめ電気、ガス料金などの値上げに対する経済支援のため、村内の店舗等で利用

できる「地域消費振興対策商品券」を今年２月に給付いたしました。

　この事業では、１人当たり20,000円の商品券として、村民2,292名に対し4,584万円を発行して

おり、利用期間は８月31日で終了いたしました。これまでの換金状況は、９月７日現在で4,380

万４千円であり換金率は95.5％の状況であります。

【教育関係行政報告について】

　先ず１点目は、７月８日の「第58回天山祭り」の開催であります。

　今回は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことにより、基本的な感染防止対策をし
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ながら参加者の制限を外し７月８日に開催したところ、あいにくの雨天のため川内村村民体育セン

ターでの開催になりました。

　高村光太郎連翹忌運営委員会代表の小山弘明様による草野心平先生生誕120周年記念講演や歴程

同人の齋藤先生にご指導いただいた川内小中学園児童生徒による連詩「川内村の未来を創る」の発

表、西郷獅子の披露、にじいろ紙芝居クラブによる紙芝居など盛りだくさんの内容で、在りし日の

草野心平先生を偲ぶ会となりました。

　２点目は、「復興こども教室」についてであります。

　４月25日に村の歴史と現状について学び、６月19日には長崎大学教育学部教授と学生が来村し、

長崎の歴史や被爆からの復興、雲仙普賢岳の自然災害と色素増感太陽電池の製作について事前学習

しております。７月13日には長崎大学附属小学校の児童とオンラインで交流しました。そして８

月８日から11日までの日程で川内小中学園の６年生と７年生12名が、長崎市での現地研修をする

予定でしたが、台風６号の影響により平和記念式典を始め附属小学校との交流等がすべて出来なく

なり、残念ながら中止となりました。

　３点目は、「第76回川内村夏季野球大会」についてであります。

　８月13日から14日にかけて、村内８チームが出場して開催しました。13日の１回戦４試合は予

定通り実施できましたが、14日の試合は台風７号の影響による雨天のため第１試合の途中で試合

を打ち切り、残念ながら中止となりました。

　雨天中止となりましたが、実行委員をはじめ大会審判員、小中学園生徒による大会アナウンスな

ど、関係者各位のご尽力に感謝いたします。

　４点目は、８月15日の「川内村二十歳のつどい」の開催についてであります。

　招待者もコロナ禍以前に戻しての開催になり、26名の成人者の内10名が式に参列しました。代

表者が「感謝の心を忘れず自分の行動に責任を持ちながら、ふるさとの復興のために貢献できるよ

う成長することを誓います。」と誓いの言葉を立派に述べました。成人証書授与後は一人一人が現

在の状況やこれからの目標等を発表し合い、５人の恩師を囲んで和やかな時間を共有できました。

　５点目は、８月28日の「教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価」であります。

��地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第１項に基づき、令和４年度の事務事業の執行

状況について点検及び評価を行い、９月６日付で議会に報告書を提出しております。点検評価に当

たっては、同条第２項により教育に関し学識経験を有するものの知見を活用することになっている

ことから村内外の学識経験者３名を委嘱して、当教育委員会の基本方針及び重点施策８項目の執行

状況について評価を受けております。

　昨年度は、まだ引き続くコロナ禍での教育行政運営で中央学級が一度も開催できなかったり、社

会教育部門をはじめ、数多くの事業が感染防止対策と多くの制約の中での執行でありました。

　ただ、令和３年度に開校した義務教育学校の川内小中学園、そして幼保連携型の認定こども園か

わうち保育園が２年目を迎え、初年度の反省を生かした園・学校経営がなされたり、校舎を活用し

た村営塾である興学塾やピアノ教室、放課後こども総合プラン、コミュニティハウス・にじいろで

の様々な交流の機会や活動も充実し、新たな教育システムが少しずつ進化をしているところであり

ます。そのことによって、教育行政全体に係る総評価においては４段階中、計画を「ほぼ達成して

いる」として「３」の評価を受けております。

　最後に、議員の皆様方にはご多用中にもかかわらず「天山祭り」「夏季野球大会」「二十歳のつど

い」にご臨席を賜りましたことに感謝と御礼を申し上げます。
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村政を問うここを
質す

一般質問
一 般 質 問一 般 質 問 ２名の議員が村の考えを質す

　今定例会の一般質問は、９月12日におこないました。議員２名から６件の通告があり、

物価高における経済支援、旧みやさか保育園、旧中学校の利活用、スーパーマーケット誘致、

プレミアム商品券事業等に関して質問しました。

　各議員からの質問内容は次のとおりです。

　以下、質問と答弁を登壇した順にお知らせします。

〇一般質問の内容
通告順 議　員 質 問 事 項

１ 井 出 　 茂
１．物価高騰下における経済支援について

２.���旧みやさか保育園、旧川内中学校の利活用の方

針について

２ 坪 井 利 之

１．�食料品を中心に販売するスーパーマーケットの

誘致について

２．かわうちの湯、村民の日について

３.��プレミアム商品券事業について

４.��県道、富岡大越線改良工事について

※一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は60分以内で行われました。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

２２
名
が
登
壇

名
が
登
壇

井出　 茂議員

物
価
高
騰
下
に
お
け
る
経
済
支
援
に

つ
い
て

質
現
在
、
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
補

助
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済

回
復
後
の
重
荷
に
な
る
事
態
を
防
ぐ
及
び

国
際
情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
る
国
民
生
活

や
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る

た
め
の
激
変
緩
和
措
置
の
補
助
金
で
す

が
、
小
規
模
事
業
者
は
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
経
済
回
復
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
補
助
金
が
予
定
通
り
今
年
の
９
月
末

で
終
了
し
て
し
ま
う
と
ガ
ソ
リ
ン
代
等
の

更
な
る
経
費
負
担
を
強
い
る
事
に
な
り
、

ま
す
ま
す
経
済
回
復
が
遅
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
都
市
部
よ

り
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共
交
通
機
関
が
発
達
し
て
お
ら
ず
、

自
動
車
が
交
通
の
主
流
で
あ
り
ガ
ソ
リ
ン

代
等
の
価
格
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騰
は
大
き
く
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響
を
受
け

ま
す
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そ
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人
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の
経
済
支
援

策
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務
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な
い
か
と
考
え
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、

行
政
の
対
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を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
物
価
高
騰
下
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お
け
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経
済
支
援
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
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ギ
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ガ
ソ
リ
ン

価
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電
気
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高
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ま
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お

り
、
物
価
高
が
村
民
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活
に
大
き
な
影
響

を
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え
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お
り
ま
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こ
と
は
承
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し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
村
も
商
品
券
を
配
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す
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な
ど
の
経
済
対
策
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ま
し
た
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今
後
、
国
や
県
に
よ
る
経
済
対
策
が
予

想
さ
れ
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こ
と
か
ら
、
状
況
を
注
視
し
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ら
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村
民
生
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に
対
す
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経
済
対
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し
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ま
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り
た
い
と
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え
て
お
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ま
す
。

旧
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や
さ
か
保
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園
、
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内
中
学
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の
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活
用
の
方
針
に
つ
い
て
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ま
た
、
両
施
設
の
年
間
の
維

持
経
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に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
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答
２
点
目
の
旧
み
や
さ
か
保
育
園
、

旧
川
内
中
学
校
の
利
活
用
の
方
針

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
旧
か
わ
う
ち

保
育
園
の
利
活
用
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和

元
年
12
月
９
日
付
け
で
答
申
さ
れ
た
川
内

村
公
共
施
設
等
利
活
用
方
針
に
お
い
て
、

大
智
学
園
高
等
学
校
の
校
舎
活
用
の
一
案

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
令
和

３
年
度
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の
政
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会
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で
協
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行

い
、
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用
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各
種
条
件
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満
た
さ

れ
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５
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大
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の
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ま
た
、
旧
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、（
先
日
の

全
員
協
議
会
の
場
で
私
か
ら
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
お
り
）
立
地
場
所
の
特

性
を
活
か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
で

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
学
識
者
、
各
団
体
、
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、
女
性
等
か
ら
な
る
利
活
用
検
討
委
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を
立
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上
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、
期
待
さ
れ
る
役
割
、
機

能
等
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
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え
て
お
り
ま
す
。

　

検
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つ
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す
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例
え
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、
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和
５
年
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期
待
さ
れ

る
役
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能
の
整
理
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、
そ
の
論

点
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ま
え
、
令
和
６
年
度
に
基
本
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想

（
計
画
）
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
も
一
案

と
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え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
き
ま
し
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は
、
適
宜
、
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に
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状
況
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と
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が
多
く
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
商
業
施
設
開
業
後
、

販
売
品
目
に
つ
い
て
は
地
元
商
店
に
配
慮

し
て
の
運
営
の
た
め
限
定
的
に
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
商
業
施
設
で
の
食
料
品
購
入

に
対
し
て
移
住
さ
れ
た
方
や
若
い
方
が
不

便
を
感
じ
て
い
る
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
商
店
の
理
解
を
得
た
う
え
で
の
事

と
な
る
と
思
い
ま
す
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
対
す
る
村
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

２２
名
が
登
壇

名
が
登
壇

坪井　利之議員

食
料
品
を
中
心
に
販
売
す
る
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
つ
い
て

質
移
住
さ
れ
て
い
る
方
々
や
若
い
人

達
の
話
を
伺
う
と
多
く
の
方
が
食

料
品
を
中
心
に
販
売
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誘
致
を
求
め
る
声
が
多
く
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
商
業
施
設
開
業
後
、

販
売
品
目
に
つ
い
て
は
地
元
商
店
に
配
慮

し
て
の
運
営
の
た
め
限
定
的
に
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
商
業
施
設
で
の
食
料
品
購
入

に
対
し
て
移
住
さ
れ
た
方
や
若
い
方
が
不

便
を
感
じ
て
い
る
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
地
元
商
店
の
理
解
を
得
た
う
え
で
の
事

と
な
る
と
思
い
ま
す
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
対
す
る
村
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

ま
す
。
当
面
は
、
現
在
の
商
業
施
設
で
食

料
品
目
の
充
実
を
図
れ
る
よ
う
指
定
管
理

者
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

か
わ
う
ち
の
湯
、
村
民
の
日
に
つ
い
て

質
前
回
の
定
例
会
に
お
い
て
、
交
流

施
設
指
定
管
理
委
託
料
を
前
年
度

よ
り
１
千
万
円
引
き
上
げ
る
の
で
あ
れ

ば
、
か
わ
う
ち
の
湯
に
よ
る
第
１
、
第
３

金
曜
日
の
村
民
の
日
を
毎
週
金
曜
日
に
行

う
よ
う
要
望
し
行
政
も
村
民
の
福
利
厚
生

の
観
点
か
ら
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
指
定
管
理
業
者
か
ら
業
務
上

対
応
出
来
な
い
と
の
回
答
を
頂
き
ま
し

た
。
か
わ
う
ち
の
湯
は
村
が
指
定
管
理
者

に
委
託
し
て
い
る
た
め
業
者
に
強
制
出
来

な
い
こ
と
は
理
解
し
ま
す
が
、
議
会
で
も

村
民
の
健
康
維
持
や
憩
い
の
場
と
し
て
少

し
で
も
多
く
の
村
民
の
方
に
利
用
し
て
頂

く
た
め
に
、
か
わ
う
ち
の
湯
関
係
の
議
案

を
議
決
し
て
来
ま
し
た
。

　
今
回
、
村
民
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
村

民
の
日
を
増
や
し
少
し
で
も
多
く
の
方
に

利
用
し
て
頂
く
と
の
提
案
に
対
し
業
務
上

対
応
出
来
な
い
と
の
回
答
は
到
底
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
村
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
２
点
目
の
か
わ
う
ち
の
湯
、
村
民

の
日
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

坪
井
議
員
か
ら
６
月
定
例
会
で
一
般
質
問

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
民
の
日
を
増
や

す
こ
と
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
で
あ
る

㈱
あ
ぶ
く
ま
川
内
と
協
議
し
た
結
果
、
当

面
は
現
状
維
持
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
理
由
と
し
て
は
、
現
在
も

燃
油
や
電
気
料
金
の
高
騰
が
継
続
し
て
お

り
経
営
に
影
響
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ふ

く
し
ま
健
康
カ
ー
ド
や
Ｊ
Ａ
Ｆ
会
員
、
ふ

答
１
点
目
の
食
料
品
を
中
心
に
販
売

す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘

致
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
商

業
施
設
「Y

O
-T

A
S
H
I

」
は
、
避
難
か
ら

帰
還
後
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
商

工
会
が
主
体
と
な
り
地
元
商
店
と
共
同
仕

入
れ
や
品
揃
え
等
に
つ
い
て
調
整
を
図
り

平
成
28
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
の
回
答
で
「
あ
れ
ば
い
い

な
」
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

誘
致
と
な
り
ま
す
と
、
多
く
の
課
題
を
解

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
生
業
と
さ
れ

て
い
る
地
元
の
事
業
者
か
ら
の
理
解
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
理
解

を
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
村
の
商

圏
（
市
場
規
模
）
に
対
し
て
、
参
入
を
希

望
す
る
事
業
者
が
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

２２
名
が
登
壇

名
が
登
壇

く
し
ま
日
帰
り
温
泉
ク
ー
ポ
ン
等
の
雑
誌

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
券
の
利
用
者
も
多
い
こ

と
で
客
単
価
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
、
更

に
は
、
父
の
日
や
母
の
日
、
敬
老
の
日
の

対
象
者
に
は
無
料
と
し
て
い
る
こ
と
が
主

な
理
由
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
や
フ
ロ

ン
ト
に
お
い
て
、
村
民
か
ら
の
要
望
が
特

に
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
う
ち
の
湯

に
お
け
る
村
民
の
日
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
ま
ま
で
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

質
前
回
の
定
例
会
に
お
い
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
は
村
内
に
お

け
る
経
済
状
況
を
見
な
が
ら
財
源
を
確
保

し
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
と
の
事
で
し

た
。

　

現
在
、
原
油
価
格
が
高
騰
し
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
が
15
年
ぶ
り
の
高

水
準
に
な
っ
て
お
り
燃
料
価
格
の
高
止
ま

り
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
自

動
車
で
の
移
動
が
必
須
で
あ
る
川
内
村
民

の
経
済
状
況
は
日
常
生
活
品
の
値
上
げ
も

加
わ
り
、
逼
迫
し
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、
ま
た
は
そ

れ
に
代
わ
る
事
業
の
早
期
展
開
が
必
要
と

思
う
が
村
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
３
点
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
来
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
価

格
や
電
気
料
金
等
が
高
止
ま
り
し
て
お

り
、
物
価
高
が
村
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
井
出
茂

議
員
の
質
問
に
も
答
弁
し
た
と
お
り
、
今

後
、
国
や
県
に
よ
る
経
済
対
策
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
動
向
を
注
視
し
、
村
の

財
政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
村
に
お
い

て
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
を
含

め
、
村
民
生
活
に
対
す
る
経
済
対
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

県
道
、
富
岡
大
越
線
改
良
工
事
に
つ

い
て質

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
県
道
富
岡
大
越
線
、
下
原
～
柳

橋
線
の
改
良
工
事
は
事
業
主
体
で
あ
る
福

島
県
相
双
建
設
事
務
所
が
、
現
在
、
主
要

地
方
道
小
野
富
岡
線
の
改
良
を
最
優
先
と

し
て
整
備
を
行
っ
て
い
る
た
め
完
成
の
時

期
は
明
確
に
伝
え
ら
れ
な
い
と
の
答
弁
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
よ
り
、
か
わ
う
ち
ワ
イ
ナ
リ
ー
な

ど
に
訪
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
中
、
道
路

に
不
慣
れ
な
方
た
ち
が
改
良
途
中
の
車
幅

の
広
い
道
路
か
ら
突
然
車
幅
が
狭
く
な
る

た
め
危
険
を
感
じ
た
と
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
再
度
早
急
の
改
良
工
事
完
成
を
求
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
工
事
予
定
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
４
点
目
の
県
道
富
岡
大
越
線
の
改

良
工
事
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
県
道
富
岡
大
越
線
上
川
内

字
柳
橋
地
区
か
ら
下
原
地
区
の
幅
員
狭
小

及
び
線
形
不
良
区
間
を
解
消
し
、
車
両
通

行
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
が
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
で
あ
り
ま
す
が
、
相
双

建
設
事
務
所
に
照
会
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

完
成
予
定
は
未
定
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
村
と
し
ま
し
て
も
一
日
も
早
く
工
事

が
完
成
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
安
全
の
確

保
対
策
に
つ
い
て
も
要
望
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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開催を楽しみに待っていた参加者のみなさん

どうだ～、入れ～～ ホールインワン狙うぞ～ !!

う～ん、あれ入らない?

入賞者のみなさん

◎令和５年度川内村議会議長杯グラウンドゴルフ大会が開催されました
　令和５年10月10日（火）に令和５年度川内村議会議長杯グラウンドゴルフ大会が開催さ

れました。前日からの雨模様で当日の開催が心配されましたが、朝方には雨も止み、グラウ

ンドコンディションも良好なことから、４年ぶりとなる開催となりました。

　当日の参加者は約70名となり、参加者同士が和気あいあいとプレーを楽しみました。

　今回の開催にあたり、社会福祉協議会、老

人クラブ、体育協会等のご協力を賜りました

こと、また、プレーにおいて記録員としてご

協力いただきました皆さまに厚く御礼申し上

げます。ありがとうございました。

　入賞者は次のとおりです。

　優　勝　秋元　稔夫さん

　準優勝　市村　明さん

　第３位　佐久間　カツ子さん
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◎全員協議会で役場新庁舎整備計画に係る説明会を開催
　令和５年８月７日に、議会全員協議会において役場新庁舎整備計画の説明がおこなわれま

した。説明には、担当関係者のほか、村長、副村長も出席し新庁舎整備に関する説明がおこ

なわれました。

　説明では、新庁舎整備についての区長会や各行政区への住民説明会の報告や新庁舎の移転

先（立地）場所等について説明がありました。議員からは、昨年の一般質問の答弁に関連し

て庁舎建設場所について、詳細な点や村の考えを確認するなど質疑が出されました。

　村は、今後、新庁舎基本整備計画をまとめ必要な点を議会に諮りながら、建設を進めてい

くことになります。

◎行政調査を実施しました
　令和５年８月７日に、総務常任委員会と産業建設常任

委員会の合同で行政調査を実施しました。今回は、令和

４年度の事業箇所６箇所とかわうちラボより空き家対

策、移住定住支援

センター業務の内

容や村DX推進室

より村内における

DX推進状況を伺

いました。

◎要望活動を実施しました
　令和５年７月25日に各省庁に要望活動を行いました。復興庁他、４省庁を訪問し復興支

援の継続や財源確保、農林業支援、物価高騰対策等、10項目に渡る要望をお願いしました。

復興庁では、竹谷とし子副大臣、農林水産省では野中厚副大臣にご対応頂き、本村の要望を

丁寧に聞かれていました。（※写真は当時の副大臣となります）

復興庁

かわうちラボの担当職員
から、空き家対策の説明を
受ける議員

農林水産省

新設の防火水槽（７区）
を調査する議員
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◎土屋品子復興大臣、高木、平木副大臣が来庁されました
　令和５年９月20日に、新しく復興大臣

及び副大臣が着任挨拶で来庁されたため、

要望書の提出を行いました。要望書は村

長、議長の連盟で提出され復興支援や農

林業支援、物価対策等の６項目に渡る要

望をお願いしました。

◎新妻幸子議員がお亡くなりになりました
　令和５年７月31日

に新妻幸子議員が不慮

の事故のため、お亡く

なりになられました。

　平成27年に村議会

議員に初当選され、２期８年に渡り議員

として、村の振興にご活躍されておりま

した。また、議員の中で唯一の女性議員

であり、いつも笑顔を絶やさず村民の方

に接していただいておりました。今回このような事故が発生し新妻幸子議員が亡くなられた

ことは議会としても非常に残念でなりません。改めてお悔み申し上げます。

最後の議員活動となった要望活動

表
紙
の
紹
介

　
表
紙
は
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
も
取

り
上
げ
ま
し
た
議
会
議
長
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加

者
の
集
合
写
真
で
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、そ

の
手
軽
さ
か
ら
老
若
男
女
、年

齢
を
問
わ
ず
簡
単
に
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、ま
た
、簡
単
に

体
を
動
か
し
健
康
増
進
に
も
役

立
つ
こ
と
か
ら
全
国
で
も
多
く

の
国
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
４
年
振
り
と
な
る
議

長
杯
は
村
内
か
ら
大
勢
の
愛
好

者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
数
回
達

成
す
る
方
、思
う
方
向
に
ボ
ー

ル
が
転
が
ら
な
い
方
、一
喜
一

憂
す
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
入

賞
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
来
年
度
も
、

議
長
杯
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和

議会ホームページもご覧ください議会ホームページもご覧ください


